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ノり「1丁二ごしか対応できなカレJ′十二抹′卜部（関都）の加工∴ニノjいても本手法に上シ′りプロ工が可能となった  

切削抵抗の 一定化は＼」」（り（ノ＝㌔則式∴エンドミ′しと被  

加1二物〃と椚干渉に関する幾何的F削系カーら，り川F」抵抗グ〕  

＝標値に応じごエンドミ′ン中心〃〕送り仁王f、zを決エビ十るニ  

ヒで行／）た． 去たエンドミルと被加工物とび）F二渉部か示  

ト切削関与角が1二足寿命に大きチト瑠三響をおい三、〉トヒ（ノ〕知  

テレノ＼ド）、b」凱閑fブー角が常∴（を〕る 一1主値二以下ヒ′なる上う∴  

L二fい、スを設計Lた々  

3．実験装置と方法   

披削材さ摘左入れ銅§KD＝（硬′度㌻服〔二60）を用い7 ニれに  

正ノノ形〔川l＝部ポケット形状をエンドミル工具（けtん駆  

コーティングされた微粒f一超條エンドミノン）；ニヒり加丁二  

′うる，各f二程毎の工具と烏口ト条件∵ン）いて表1にホす．  

被削材は立贈てうニングセンタLりテーーブル上に設置され  

た5わ嵐分1二具軌ノ」計ご保持されごいる．  

穏】葉験結果   

甘絶b琶e 萄 に示〉「ト糧と各⊥具お上び加⊥条件に上り  

1平祐なj仁方形しr）ホナット形状ゾ川口1二を行／ノた．Ⅰ二程とL  

口上こ主Jヘリカル加」に上る穴空けで二渦巻き加＝∴ニ上そ  

領域拡大切削昔コー・ナー加1∴∵上ろ匿＝引揖畠㍑刃刀削∴人  

肌されろ．F壷g。琶 にコーナー」旧⊥でのl二具ハスハタいン  

を，訂邑g，2 にそげ）ときぴ〕抑■日航抗の測定結果を示す  

Fig。3～4に加工物の形状をホす、以トニび）結果に上ればコ  

ーナーー部を含めた被削材の加⊥が，ほとんど問題なく良  

好に行えることがわかる．  

頂．はじめに   

金琴H［］⊥においこフ エンドミルi二具に上／Jて高確度材  

ソ叩」1部を加Ⅰ二する場㌢，通常輪郭形状に揖／）た工具ハス  

を用いる′が 両側コーナー部で切削抵抗が非常に大きく  

／↓こり1二具寿命が著しノく短縮すろ かといノ）て安全サイト  

で抑利達り速度を低く設定〉ナるご加i二能率が低くなる．  

とって切削抵抗を常に ∴走に盲ノ，か／J高速加工が可虻沃  

1二見ハスと加工条件の設定が望去れる。そ二ご前年度  

は このような観点から⊥二具ハスや加上条件を決定でき  

るソフトを開巻Lてステンレス加⊥に適甘し，良好な結  

果を得た そこで本研究開発■㌣も高硬度材である  

SK富）‖（便座：川祝160程度）に本手法を適用し7 その有  

効性を牒揉トろことと十る．巨た従来，Lニ放電加Tに  

とり加Lが行われてきた凹部加⊥引去狭小那加1エソ）た  

め必然的に微小増ゃンドミ′レ／うミ多用されろ】そノ）場合エ  

ンドミ′レ〃〕丁二具折損が大きな一昔越となるため，切削抵抗  

を制御十ろことさ丈三す主す重要となる「  
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ニれ三での研究に上れは  ⊥〔（けニ示す2次多」丸正モテ  

ルに上り，2次元、巨血内のエンドミル加］二においてり川▲川  

抵抗－ノ〕rl則と制御が可能ヒ／ご／」ている．ニニで㌦巨＝  

次元平面内での切削抵抗の合ノノし川lキ開平均植二であり，t，，、  

と L圧それぞれ変形前の最人切りくず厚さと切削円弧良  

であろ．6つ〝）係数βけ，最′ト ニ乗法を利用して抵抗測  

定実検により決意される．  
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5，おわりに  

け）封江…＝イ ＝頂度目㈲H刷（川l服用エンドミ′し烏口！二  

に切削関与角 8 ら研】ir．航抗▲走化にi二る 丁二具ハス  

を適桂Lた結果，狭小部（コーナー部）を含琉  

た加しこが可能であろことがわ∴、／）た  

（2）測定結果に上れば切削航抗げ）一定化が達成され  

ており，とりわ：ナ徴′」＼径のエンドミルに対しノ L  

具折損発乍三の減少に効果があると′妄想われる。／ご  
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